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・現在の接種状況は

・集団接種の利点は

・副反応事例はあったか

・ワクチンの無駄は出てないか

・高齢者以外の町民がワクチン接種を終え
るまで集団接種を行うのか

・コロナ感染による偏見や差別の実態は

・コロナ差別があった場合の対処方法は

・シトラスリボンプロジェクトを推進して
は

・災害時の避難所の考えは

・大雨により通行止め箇所が発生する可能
性が強いが町民への周知方法と対策は

・防災士の連携は出来ているか

・全町あげての防災訓練の考えは

・災害を受けた野上河川プールの現状は

・復旧の見込みは

・使用出来ない期間、他施設の使用補助の
考えは

・家屋公費解体の経過は

・町道復旧状況は（概要）

・河川復旧状況は（概要）

・農地復旧状況は（概要）

・昨年７月豪雨災害の総括はできているか

・避難所の整備と町内宿泊施設との協定は
進んでいるか

1 野上　香代子

災害について 町　長

2 増田　裕子 災害に強い町づくり 町　長

コロナワクチン接種について

人権について

河川プールについて

豪雨災害復旧について 町　長

教育長

町　長

町　長
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・急傾斜地周辺の住民は不安が大きいが、
町として今後どのように関わっていくか

・ライフラインとしての飲料水確保、町水
道範囲外の地域への補助。整備の状況と対
策は

・感染者や医療従事者への差別はもとよ
り、コロナ対策下でのDV・性暴力や若い女
性の自死が増えている。町内での差別実態
や被害等を把握できているか

町　長

・役場は町民の見本でもある。職場内での
環境改善にどう取り組んでいるか

・過度な「用心」は命の危険すらある。外
出が減った高齢者の状況は。また、こども
園や小中学校での状況と、今後に向けた考
え方は

・10月に見直し予定の交通網、現在の問題
点と課題は

・住民が利用しやすいためには、コミバス
等どう改善していく考えか

・再編後、１便あたりの利用者数の年推移
は如何か

・４つの数値目標は達成できたか

・８つの事業の中で、情報発信や利用実態
報告、モビリティマネジメントプログラ
ム、住民座談会、免許返納との連携に関す
る実績は如何か

・JRに関連した利便性向上案は具体的に何
か。無人駅（野矢、引治、恵良）にダイヤ
乱れ等を表示するパネルは設置できないか

・防災士が災害時の避難所運営に関わる場
合、現場での役割や補償等どの様に対応す
るのか

・田んぼダムの実証実験では何を何処で行
うのか

・緊急的なお知らせ等、放送の柔軟性を高
めることはできないか

・自らが作成したビデオを放映する等、住
民が直接的に番組作成を行うことへの考え
を伺う

町　長

町　長
教育長

2 増田　裕子

災害に強い町づくり 町　長

地域公共交通

災害対応

町　長

町　長

町　長ケーブルテレビの活用

3 麻生　良典

地域公共交通網について

コロナ禍での人権問題

2／3



質
問
順

質　問　者 質　問　事　項 質　問　要　旨 答弁者

令和３年第２回定例会　一般質問通告一覧表

4 岩尾　茂樹 人口減少問題について
・移住・定住に関連すると思われる施策の
効果等の検証と更なる施策の実施について

町　長
教育長

・７月末まで高齢者のワクチン接種を完了
できるか

・１０代から６０代までの人数とワクチン
接種の見通しは

飯田高原福祉サービスセン
ターについて

・飯田高原福祉サービスセンター（九重町
町有施設）の継続は

町　長

・和室をバリアフリーに

・調理室の改築

・交通死亡事故発生現場の安全対策

・県道に交差点が分かる道路への標示

・交差点の改良

・工事期間が（７・８月末）までとなって
いる。工事は期間内に完了するか

・工事期間が１１月３０日までとなってい
る。河内橋（九酔渓）の進捗状況

スポーツツーリズムの推進に
ついて

・飯田高原を通る県道２路線の歩道を陸
上・長距離練習拠点となるよう整備を進め
ることについて
　県道別府一の宮線の進捗状況
　県道田野庄内線の進捗状況

町　長

町　長

大津留　敏加5
町道吉部線と県道交差点につ
いて

町　長コロナワクチン接種について

飯田公民館について

県道４０号線の災害復旧につ
いて

教育長

町　長
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